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研究テーマ 

横浜市立本牧小学校  

１ 地域の概要 

 本校は、平成４年に開校し、今年

で創立２８周年、学級数１７、

全校児童数４２８名の中

規模校である。 

 横浜市中区に位置し、最寄り駅である

山手駅からはやや遠く、周囲は住宅街に

囲まれている。学区には公園も多くあり、

スーパーマーケットなども充実している。 

 

２ 食に関する実態 

食べることが大好きで「給食が好き」と話す児童が多く、給食を楽しみ

にしながら学校生活を送っている様子が見られる。「苦手な食べ物のメ

ニューであっても「残食を減らしたい。」「作ってくれた人のことを思

って食べよう。」と話し、前向きに給食に向き合っている。ほとんどの

児童が朝ご飯を食べる習慣が身についており、三食欠かさずに食べてい

る傾向がある。 

一方で、「好き嫌いがある」と苦手な食べ物を頑なに食べよ

うとしなかったり、規定量食べられずに極端に減らしたりする

児童も見られる。栄養バランスについての知識が乏しかったり、

食への親しみをもてなかったりすることが要因に挙げられる。 

 

 

本牧小学校 
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３ テーマについて 

  

 

 

子どもたちが苦手な食べ物に挑戦する気持ちをもち、栄養バラ

ンスのとれた食事の重要性を知ることができるような取組の必要

性について考えた。「食べることは楽しいこと」という意識を

もちながら、栄養バランスの知識を得られる機会をもち、自ら

実践していけるような指導をしていけるよう、本テーマを設定

した。 

４ 取組の実際 

（１） 日常の実践 

 食に関心をもつための環境づくり 

 「ぱくぱくだより」の活用や「給食ニュース」や「食育だより」の掲示、栄養黒板の設置

など、児童が日常的に食に関心がもてるような環境づくりを心がけた。 

 

食べることは元気の源 
～栄養バランスのとれた食生活の実践を目指して～ 
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（２） 各学年における実践 

 ○１年生の実践 

 小学校生活で初めて食べる給食に関心を

高めている児童が多い。生活科の「学校探検」

の中で、給食室の様子や給食室で働く調理員

の方の仕事について学んだ。 

 １年生が安心して給食の時間を過ごせる

よう、６年生が牛乳パックの開き方を優しく

教える姿も見られた。 

また、明治乳業による出前講座

「ミルク教室」を受け、牛乳の栄

養やカルシウムについて学んだ。 

○２年生の実践 

 

生活科「ぐんぐんそだて みんなのやさい」

では、児童が育てたい野菜を決め、地域の花

屋に買い物に行き、育てるという活動をした。 

 また、明治乳業による「ミルク教室」や横

浜マリノスによる「食育キャラバン」の出前

授業を通して、食の大切さについて学んだ。 

 トマトの苗をください！ 



 
5 食育実践推進校 実践事例集様式 

 ○３年生の実践 

日本醤油協会による「しょうゆもの知り博士の『出

前授業』」や、カルビーによる「おやつとの付き合い

方」などの出前授業を受けた。 

 

  

学級活動（２）「キ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成」の取

組として、「食事マナーは、何のためにあるのかを考えて、マナースターになろ

う」という目標を立てて活動した。食事マナーの必要性やそのマナーを意識しな

がら食べようとする態度を養うことができるよう、指導した。 

 

 ○４年生の実践 

横浜市場活性化協議会による「いちば食育出前授業」

を受けた。地元で売られている野菜について知り、そ

の野菜がどのように作られ、どのように私たちの元に

届くのか考えた。また、美味しい野菜の見分け方を教

えていただき、「今度買い物するときに、教えてもら

ったことを生かしたい。」と嬉しそうに話す児童の姿

が見られた。 

 

 

横浜では、いろいろな野菜が作られているんだね。
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○５年生の実践 

ホテルメトロポリタンエドモンド 中村勝宏シェ

フによる「味覚教室」や横浜市資源循環局による「食

品ロス出前教室」を受けた。 

 

 

 

 ５つの味覚の違いについて学び、「味わう」ことの楽

しさを感じることができた。身の回りの食品ロスについ

て知り、実生活に学んだことを生かそうとする姿が見ら

れた。 

 

○６年生の実践 

 家庭科の「くふうしよう おいしい食事」では、

１食分の献立を栄養バランスに気を付けて作る活動

をした。中学校に向けて、自分で調理したり食材を

選んだりすることを想定して考えることで、実生活

に活かした学習をした。 

 クラス総合「まちを笑顔に！スマイ RING パン」では、地域に

あるパン屋さんとの交流から、「自分たちが考えたメニューで街

を明るくしたい。」という思いをもち、メニュー開発を行った。 
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毎日忘れずに水をあげないと！

料理するのが楽しみだな。 

○個別支援級 

生活科・総合「野菜を育てよう」「畑でとれた野菜で

作ろう」では、野菜の栽培、収穫、調理を体験した。 

 

 

 

（３） 学校保健委員会、児童会活動等における実践 

委員会活動では、「食べる

ことの大切さを伝えよう～

三色バランスよく食べよ

う」というスローガンを立

てて、給食集会や健康会議

に取り組んだ。 

 

給食集会では、児童が劇のシナリオを書き、バラ

ンスよく食べることの大切さについて全校児童に

伝えた。健康会議では、保健委員会と協力して「元

気な体をつくろう」というテーマでクイズや健康す

ごろくを通して、楽しみながら健康な体作りに必要

な栄養について学ぶことができた。 
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（４） 家庭や地域との連携 

新一年生の保護者を対

象に「給食試食会」を開

催し、学校での食育や給

食の様子について知って

もらう機会を設けている。 

また本校と交流のある「霧笛楼」のシェフの方

をお招きし、レシピを教えていただき、調理をす

る機会がある。保護者同士の繋がりと食への関心

が更に深まるのではないかと考える。 

 

５ 成果と課題（今後に向けて） 

 食育推進、実践を通して、本校児童の「食への関心の高ま

り」が感じられた。 

「横浜市で育てられている野菜は、意外とたくさんあるね。近くの

スーパーに行ったときに探してみようかな。」 

「食べるものを通して、本牧の街とかかわることができて楽しかった。」 

「赤・黄・緑の食べ物について、よくわかったよ。」 

 上記のような声が各学年で挙がった。このように各学年での授業、学校全体での取組など

から、「食」の知識を得たり、楽しさを感じたりしながら、実生活に活かしていこうとする

気持ちをもつことができた。 

 一方で、「発達段階や食への関心、家庭環境等を考慮し、個に応じ

た、指導・支援をしていくこと」や「教育活動の中で PDCA サイク

ルを回し、継続的に食に関する指導を進めていくこと。」が課題と

して挙げられる。多種多様な社会の中で、食育を推進し、一人ひ

とりの子どもたちが実践する力を身に付けることの難しさはあ

るが、学校や地域、保護者が連携し協力していくことが大切であ

ると考える。そして、今後も継続的に食育を推進しながら、より

よい教育を目指していきたい。 
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添付資料 
資料１：本牧小学校 食に関する全体計画 

＜食育全体計画 本牧小学校＞

高学年

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

楽しい会食

楽しい会食

よりよい

給食時間

よりよい

食事の実践

・体によ

・給食の量 い食べ方

・ﾊﾞﾗﾝｽの

よい食べ方

・ﾊﾞﾗﾝｽの

よい食べ方

特徴

卒業式

6年生あり
がとう集会

3年

姿をかえる大豆

町たんけん

植物をそだて
よう

健康な生
活

地場産物活用の方針

やさいをそだてよう生活・理科

令和２年４月改定

個別相談指導の方
針・取組

各学年の発達段階に応じた食に関する指導の目標

学校行事

特
別
活
動

児童会活動

学級活動

給食週間・集会
学校保健委員会

　　　①　食事の重要性　　②　心身の健康　　③　食品を選択する能力　　　④　感謝の心　　　⑤　社会性　　　⑥　食文化

１年 ２年

社　会

国語

・安全・安心なおいしい野菜を作っている生産者の工夫や苦労を知り大切に食べようとする。

・病気の予防・育ちゆく体とわたし

・発芽と成長
・動物の誕生

・カレーライス・海の命

学校だより、給食（食育）だより、保健だより、学校給食試食会

さわやかすこやかみん
なのくらし

５年 ６年

教
科
と
の
関
連

体　育
(保健領域）

家　庭

・食料生産を支える人々

季節と生き物学校にいる人とふれあう

担任・養護教諭・栄養職員が連絡を取り合い、配慮が必要な児童には医療機関・保護者との連携を図る。保護者からの申し出により食物
ｱﾚﾙｷﾞｰ除去の対応をする。

・体のつくりと働き

入学式・発育測定・縦割
り活動・４年体験学習

1年生を迎える会 学校保健委員会

・はじめてみようクッキン
グ
・元気な毎日と食べ物

４年

食前・食後の過ごし方

子どもの実態

・ｸﾞﾙｰﾌﾟでの食事の場

・上手な食前・食後の

感謝の気持で食事を

学校教育目標

～みんなで認め合い、学び合い、やりぬく本牧の子～

生活目標

食に関する指導の目標

・楽しい会食の場

低学年

楽しい給食時間

・ｸﾞﾙｰﾌﾟでの食事の場

・協力して楽しい食事

の場

・協力して準備・後片

中学年

・6・7組でそだてた野菜を食べることで、新鮮な野菜のおいしい、育てる苦労、友達のものを大切にする気持を育てる。

あつまれふゆのことば

家庭・地域との連携

･身の回りの整理整頓

・３つのグループの働き

・工夫しよう朝の生活
・工夫しよう楽しい食事

・衛生的な準備・片付け

・よい姿勢

給食指導

・正しい手洗い

・献立や食品の名前

中
学
年

・安全な配膳・かたづけ

低
学
年

・準備や後かたづけの

・食べ物・食器を大切に・上手な食前・食後の

すごし方

高
学
年

・楽しい食事の場

・食前・食後の過ごし方

・当番等に積極的に参加

・楽しい雰囲気作り

すごし方

・丈夫な歯を作る食べ物

・朝ごはんの大切さ ・体をつくる食べ物

・ﾊﾞﾗﾝｽのよい食べ方

・感謝の気持で食事

・残さず食べる

・感謝の気持で食事

・感謝の気持で食事

・給食の食べ物

・体を動かす食べ物

食べ物

・伝統的な食べ物

・体をつくる食べ物

低
学
年

中
学
年

・元気がでる食べ物

・風邪に負けない食べ物

おかずの働き

・自分の適量
食に関す
る指導

・食べ物で作られる体

れる食べ物

・噛むことの大切さ

・おやつのとり方

・栄養素の働き

・夏の食事とおやつ
高
学
年

・エネルギー源になる

食品と栄養素

・食べ物と運動

・ﾊﾞﾗﾝｽのよい食べ方

・風邪に負けない食事

　対応できる子（開）

歯磨き強調週間・食育
月間・給食試食会・5年
体験学習・個人面談・夏
季休業・6年修学旅行

発育測定・試食会・ス
ポーツフェティバル・縦
割り遠足

初めての給食１　楽しい給食・整理整頓２　風邪の予防・給食のマナー３　グループの協力４　食べ物と衛生・心と体の成長５

○正しい食事の仕方を覚える。
・手洗い、食べ方、食器の扱い
など基本的な食事の仕方を覚え
る。
・好き嫌いなくよくかんで食べ
る。
○楽しく食事ができる。
・気持ちよい食事の場を作る。
・助け合って食事の仕事をす
る。
・仲良く食べる。

○正しい食事の仕方を身につ
ける。
・望ましい食習慣を身につけ
る。　　　　・いろいろな食
品を取り合わせて食べること
が、健康によいことを知り、
好き嫌いしないで進んで食べ
る。
○協力し合って楽しく食事が
できる。
・食事の場を工夫してつく
る。　　・話題に気をつけて
楽しく会食ができる。

○正しい食事の仕方を進んで実
践する。
・望ましい食習慣を自主的に実
践する。
・栄養のバランスがよい食事が
健康によいことを理解し、よい
食事のとり方ができる。
○進んで楽しく会食ができるよ
うに工夫する。
・会食にふさわしい場を工夫す
る。　・進んで係り・当番に協
力し合理的な仕事ができるよう
にする。

夫 楽 会食

・伝統的な食べ物

給食週間・各学年学習
発表会

開校記念日・たてわり全
校遠足・本牧コンサー
ト・冬季休業

○まちや横浜を大切にし、自分にできることを見付け、進んで取り組む子（公

○心を開き、様々な人とのコミュニケーションを通して、社会の変化に柔軟に

○　しっかり聞き、しっかり話し、課題解決に向けて進んで取り組み、最後
まで　やり遂げる子（知）

○礼儀正しい態度と感謝の気持ちを持ち、相手を尊重する子(徳）

○心と体を鍛え、自分や他人の生命と体を大切にする子（体）

　残食を減らしたいという意
識をもつようになってきた。
一方で、偏食も目立つ。苦
手な食べ物に挑戦する気
持ちをもち、栄養バランスの
とれた食事の重要性を知る
ことが課題となる。

たてわり遠足

・３つのグループの栄養的

・パン･ごはん・牛乳

・働きにより3つに分か

・カルシウムを含む食品

後片付け

・３つのグループの栄養

的特徴会食

・マナーにそった楽しい

・体によい食べ方

・1日の適量

・大切な正しい姿勢

付け

方法

給食の配り方・運び方 衛生・夏の食事とおやつ

・力を合わせて準備・

・伝統的な食べ物

・体の調子を整える

幼稚園
保育所

中学校幼稚園
保育所

中学校
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資料２：本牧小学校 各学年の年間計画  

食に関する指導の年間計画　　小学校１年生

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

給食にはいろい
ろな食べ物が使
われていること
を知る

パンやごはん､
牛乳､おかずは
からだの中でそ
れぞれちがう働
きをすることを知
る

丈夫な歯をつく
る食べ物を知る
（牛乳・小魚・海
藻）
良くかむことの
大切さを知る

朝ごはんの大切
さを知る
冷たい飲み物
や食べ物のとり
過ぎがからだに
良くないことに
気づく

元気の出る食べ
物を知る（パン･
ごはん・めん・い
も・油･砂糖）

からだを作る食
べ物を知る
（肉・魚・卵・牛
乳・卵）

好き嫌いなく食
べることが体に
よいことを知る

かぜに負けない
体をつくる食べ
物を知る（野菜・
くだもの）

伝統的な食べ
物にはどんな物
があるかを知る
（米・魚・豆・海
藻類）

給食の量に関
心を持つ
食べ過ぎや残
すことについて
考える

いろいろな食べ
物を組み合わせ
て食べると体に
良いことを知る

準備や後片付
けの仕方を覚
え、友だちや先
生と楽しく食べ
よう

良い姿勢で行
儀良く食べよう
きちんとあいさ
つをしよう

正しい手洗いの
順序を覚えて手
洗いをしよう

献立の名前や
食品名を覚え､
楽しくなんでも
食べよう

なかよく楽しい
食事の場をつく
ろう

食事前や食事
の後は静かに
上手に待ちま
しょう。

力を合わせて準
備や後片付けを
しよう

誰とでもグルー
プを組み仲良く
食べよう

調理する人や
班の係りや給食
当番の人に感
謝する気持ちを
持とう

寒い季節に食
べる料理や季
節の食べ物を知
ろう

食事のマナー
や当番の仕事を
ふり返り、楽しい
給食にしよう

入学式　発育測
定<健>

たてわり活動

遠足

食育月間
歯磨き強調週間
給食試食会

夏季休業 発育測定<健> スポーツフェス
ティバル

開校記念日
本牧ｺﾝｻｰﾄ

冬季休業 給食週間 学習発表会 卒業式

1年生を迎える
会

学校保健委員
会

縦割り遠足 給食週間集会
学校保健委員
会

6年生ありがとう
集会

国語
大きなかぶ② ものの名前⑥

⑤

生活
学校にいる人と
ふれあう④

体育

道　徳
ものを大切に⑤ あいさつ⑤

給食だよりの
発行
家庭訪問 学校保健委

員会
個人面談 個人面談 学校保健委

員会

アレルギー対応調

整会議

家庭･地域との連携

食に関する指導

*数字は、食目標を示す。①食事の重要性　②心身の健康　③食品を選択する能力　④感謝の心　⑤社会性　⑥食文化

教
科
・
道
徳

給食指導

給
食
時
間

学級活動

学校行事

児童会活動

総合的な学習

特
別
活
動

 

 

食に関する指導の年間計画　　小学校２年生

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

給食にはいろい
ろな食べ物が使
われていること
を知る

パンやごはん､
牛乳､おかずは
からだの中でそ
れぞれちがう働
きをすることを知
る

丈夫な歯をつく
る食べ物を知る
（牛乳・小魚・海
藻）
良くかむことの
大切さを知る

朝ごはんの大切
さを知る
冷たい飲み物
や食べ物のとり
過ぎがからだに
良くないことに
気づく

元気の出る食べ
物を知る（パン･
ごはん・めん・い
も・油･砂糖）

からだを作る食
べ物を知る
（肉・魚・卵・牛
乳・卵）

好き嫌いなく食
べることが体に
よいことを知る

かぜに負けない
体をつくる食べ
物を知る（野菜・
くだもの）

伝統的な食べ
物にはどんな物
があるかを知る
（米・魚・豆・海
藻類）

給食の量に関
心を持つ
食べ過ぎや残
すことについて
考える

いろいろな食べ
物を組み合わせ
て食べると体に
良いことを知る

準備や後片付
けの仕方を覚
え、友だちや先
生と楽しく食べ
よう

良い姿勢で行
儀良く食べよう
きちんとあいさ
つをしよう

正しい手洗いの
順序を覚えて手
洗いをしよう

献立の名前や
食品名を覚え､
楽しくなんでも
食べよう

なかよく楽しい
食事の場をつく
ろう

食事前や食事
の後は静かに
上手に待ちま
しょう。

力を合わせて準
備や後片付けを
しよう

誰とでもグルー
プを組み仲良く
食べよう

調理する人や
班の係りや給食
当番の人に感
謝する気持ちを
持とう

寒い季節に食
べる料理や季
節の食べ物を知
ろう

食事のマナー
や当番の仕事を
ふり返り、楽しい
給食にしよう

給食当番をきめ
よう⑤

調理員さんに手
紙を書こう④

入学式　発育測
定<健>

たてわり活動

遠足

食育月間
歯磨き強調週間
給食試食会

夏季休業 発育測定<健> スポーツフェス
ティバル

開校記念日
本牧ｺﾝｻｰﾄ

冬季休業 給食週間 卒業式

1年生を迎える
会

学校保健委員
会

縦割り遠足 給食週間集会
学校保健委員
会

6年生ありがとう
集会

国語

生活

体育

道　徳
かんしゃの心
④

感謝して給食
を食べよう。

１年間のありがとう
を見つけよう

給食だよりの
発行
家庭訪問 学校保健委

員会
個人面談 個人面談 学校保健委

員会

アレルギー対応調

整会議

児童会活動

総合的な学習

特
別
活
動

家庭･地域との連携

食に関する指導

野菜を育てよう

*数字は、食目標を示す。①食事の重要性　②心身の健康　③食品を選択する能力　④感謝の心　⑤社会性　⑥食文化

教
科
・
道
徳

給食指導

給
食
時
間

学級活動

学校行事

 

 



 
11 食育実践推進校 実践事例集様式 

食に関する指導の年間計画　　小学校３年生

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

食べ物によって
体が作られてい
ることを知る

食べ物を体内で
の働きにより赤・
黄・緑のグルー
プに分けること
ができる

丈夫な歯をつく
る食べ物がわか
る（牛乳・小魚・
海藻）　　　　良
くかんで食べる
ことができる

３食きちんと食
べることがから
だに良いことを
知る　　　　　お
やつのとり方が
わかる

体温やからだを
動かすもととな
る食べ物がわか
る（穀類・いも
類･油脂･砂糖）

からだを作る食
べ物がわかる
（肉・魚・卵・牛
乳・卵）
丈夫なからだを
作るには運動が
大切なことを知
る

食べ物の3つの
働きが分かり、
いろいろな食品
を食べることの
大切さが分かる

体の調子を整
え、かぜに負け
ない体を作る食
べ物が分かる
（淡色野菜・くだ
ものの働き）

伝統的な食べ
物のすぐれてい
るところを知る

給食の基準量を
もとに自分の適
量を知り、考え
て食べることが
できる

いろいろな食べ
物を組み合わせ
て食べると、栄
養のバランスが
良いことがわか
る

協力して準備や
後片付けを安全
に行い､楽しく食
べよう

正しい姿勢で行
儀良く食べるこ
とが大切なわけ
を知ろう

身の回りをきれ
いにして食事を
しよう

3つの食品群の
働きを知りすき
きらいせずに食
べよう

楽しく会食する
ための条件を考
え､グループで
楽しい食事の場
をつくろう

食事前の上手
な過ごし方を工
夫しよう

自分の仕事を進
んで行い、協力
しながら楽しい
給食にしよう

楽しいグループ
作りを工夫し、
話題を選んで楽
しく食べよう

食べ物を作る人
に感謝し､給食
の仕事がしやす
いようにしよう

寒い地方や国
で食べられてい
る料理のすぐれ
た点を知り、残
さず食べよう

１年間をふり返
り、より良い給食
にするための工
夫をしよう

かぜの予防・健
康①②

給食のマナー
⑤感謝④

入学式　発育測
定<健>

たてわり活動

遠足

食育月間
歯磨き強調週間
給食試食会

夏季休業 発育測定<健> スポーツフェス
ティバル

開校記念日
本牧ｺﾝｻｰﾄ

冬季休業 給食週間 卒業式

1年生を迎える
会

学校保健委員
会

縦割り遠足 給食週間集会
学校保健委員
会

6年生ありがとう
集会

国語
姿をかえる大
豆⑥

食べ物はか
せになろう⑥

社会

理科

体育
健康な生活
①②

健康な生活
①②

道　徳
みんなにあい
さつ④

ものを大切に⑤

給食だよりの
発行
家庭訪問 学校保健委

員会
個人面談 個人面談 学校保健委

員会

アレルギー対応調

整会議

教
科
・
道
徳

給食指導

給
食
時
間

学級活動

学校行事

児童会活動

総合的な学習

特
別
活
動

家庭･地域との連携

食に関する指導

町たんけん⑤　　本牧の昔たんけん⑤

植物を育てよう②④

*数字は、食目標を示す。①食事の重要性　②心身の健康　③食品を選択する能力　④感謝の心　⑤社会性　⑥食文化

手作りパンをつくろう④⑥

いいにおいのするパン屋さん
⑥⑤③

のり作り体験
もち焼き体験

 

食に関する指導の年間計画　　小学校４年生

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

食べ物によって
体が作られてい
ることを知る

食べ物を体内で
の働きにより赤・
黄・緑のグルー
プに分けること
ができる

丈夫な歯をつく
る食べ物がわか
る（牛乳・小魚・
海藻）　　　　良
くかんで食べる
ことができる

３食きちんと食
べることがから
だに良いことを
知る　　　　　お
やつのとり方が
わかる

体温やからだを
動かすもととな
る食べ物がわか
る（穀類・いも
類･油脂･砂糖）

からだを作る食
べ物がわかる
（肉・魚・卵・牛
乳・卵）
丈夫なからだを
作るには運動が
大切なことを知
る

食べ物の3つの
働きが分かり、
いろいろな食品
を食べることの
大切さが分かる

体の調子を整
え、かぜに負け
ない体を作る食
べ物が分かる
（淡色野菜・くだ
ものの働き）

伝統的な食べ
物のすぐれてい
るところを知る

給食の基準量を
もとに自分の適
量を知り、考え
て食べることが
できる

いろいろな食べ
物を組み合わせ
て食べると、栄
養のバランスが
良いことがわか
る

協力して準備や
後片付けを安全
に行い､楽しく食
べよう

正しい姿勢で行
儀良く食べるこ
とが大切なわけ
を知ろう

身の回りをきれ
いにして食事を
しよう

3つの食品群の
働きを知りすき
きらいせずに食
べよう

楽しく会食する
ための条件を考
え､グループで
楽しい食事の場
をつくろう

食事前の上手
な過ごし方を工
夫しよう

自分の仕事を進
んで行い、協力
しながら楽しい
給食にしよう

楽しいグループ
作りを工夫し、
話題を選んで楽
しく食べよう

食べ物を作る人
に感謝し､給食
の仕事がしやす
いようにしよう

寒い地方や国
で食べられてい
る料理のすぐれ
た点を知り、残
さず食べよう

１年間をふり返
り、より良い給食
にするための工
夫をしよう

健康で安全な
生活態度①②

入学式　発育測
定<健>

たてわり活動
上郷宿泊体験
学習

食育月間
歯磨き強調週間
給食試食会

夏季休業 発育測定<健> スポーツフェス
ティバル

開校記念日
本牧ｺﾝｻｰﾄ

冬季休業 給食週間 １０才を祝う会 卒業式

1年生を迎える
会

学校保健委員
会

縦割り遠足 給食週間集会
学校保健委員
会

6年生ありがとう
集会

国語

社会
水はどこから ごみはどこへ 昔から今へと続

くまちづくり
野菜つくりのさ
かんな三浦③

理科
季節と生き物の
様子

体育
すくすく育て私の
体

道　徳

給食だよりの
発行
家庭訪問 学校保健委

員会
個人面談 個人面談 学校保健委

員会

アレルギー対応調

整会議

家庭･地域との連携

食に関する指導

季節と生き物の様子

わたしたちの横浜市⑥④
（外国とのつながり）

教
科
・
道
徳

給食指導

給
食
時
間

学級活動

学校行事

児童会活動

総合的な学習

特
別
活
動

 



 
12 食育実践推進校 実践事例集様式 

食に関する指導の年間計画　　小学校５年生

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

食べのもに含ま
れている栄養素
はそれぞれ違う
働きがあることを
知る

3つのグループ
の食品と含まれ
る栄養的な特徴
がわかる

丈夫な歯や骨を
作る食品やその
取り方がわかる
（カルシウム）

夏の暑さに負け
ない食事のとり
方を考え､3食き
ちんととることが
できる

体温やからだを
動かすもとにな
る栄養素や食
品のとり方がわ
かる（炭水化物･
脂肪）

からだを作る食
品とそのとり方
がわかる（たん
ぱく質）
食べ物と運動の
関わりがわかる

3つのグループ
の食品を組み合
わせて食べるこ
とが健康に良い
ことが分かり、実
践することがで
きる

かぜに負けない
体をつくる食事
のとり方が分か
る

伝統的な食生
活のすぐれてい
るところを知る
主食・主菜・副
菜

給食の量をもと
に一日の適量
が分かる
年齢・体格・職
業などにより、
必要な栄養量
に違いがあるこ
とを知る

栄養のバランス
の良い食事をす
ることが健康に
良いことを理解
し、進んで実践
できる

献立によって配
膳の工夫をし、
協力して能率的
に安全に片付
ける

集団で食事をす
るときのマナー
を確かめ合い､
楽しい会食をし
よう

準備や後片付
けが清潔にでき
るよう気を配ろう

3つの食品群と
栄養的な特徴を
知り､進んで食
べよう

穏やかな会食を
するためのきま
りや環境作りを
考え学級全体
で協力して自主
的に行おう

健康の保持に
は､栄養・運動・
休養の3つの条
件が大切なこと
を知り､食後は
静かに過ごそう

委員会・係・当
番活動に積極
的に参加し、楽
しい給食を工夫
しよう

食事にふさわし
い環境を整え、
楽しい雰囲気で
なごやかに食べ
よう

自然と人々の恵
に感謝する心を
持ち､食べ物や
食器を大切にし
よう

これまでの給食
をふり返り、給
食の意義を理解
し、より良い食
事の実践をしよ
う

入学式　発育測
定<健>

たてわり活動

遠足

食育月間
歯磨き強調週間
給食試食会

宿泊体験学習
夏季休業

発育測定<健> スポーツフェス
ティバル

開校記念日
本牧ｺﾝｻｰﾄ

冬季休業 給食週間 卒業式

1年生を迎える
会

学校保健委員
会

縦割り遠足 給食週間集会
学校保健委員
会

6年生ありがとう
集会

国語

社会

理科
インゲン豆の成
長②④

体育

家庭科
お茶⑤⑥ サラダつくり①

③

道　徳
きまりの大切さ

給食だよりの発
行

家庭訪問 学校保健委員
会

個人面談 個人面談 学校保健委員
会

アレルギー対応調

整会議

教
科
・
道
徳

給食指導

給
食
時
間

学級活動

学校行事

児童会活動

総合的な学習

特
別
活
動

家庭･地域との連携

食に関する指導

*数字は、食育目標を示す。①食事の重要性　②心身の健康　③食品を選択する能力　④感謝の心　⑤社会性　⑥食文化

作っておいしく食べようごはん・み
そ汁・バランスのよい食事①③

食料生産を支える人々①③⑤⑥
・米づくりのさかんな地域　　　　　　　・水産業のさかんな地域　　・これからの食料生

産

 

食に関する指導の年間計画　　小学校６年生

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

食べのもに含ま
れている栄養素
はそれぞれ違う
働きがあることを
知る

3つのグループ
の食品と含まれ
る栄養的な特徴
がわかる

丈夫な歯や骨を
作る食品やその
取り方がわかる
（カルシウム）

夏の暑さに負け
ない食事のとり
方を考え､3食き
ちんととることが
できる

体温やからだを
動かすもとにな
る栄養素や食
品のとり方がわ
かる（炭水化物･
脂肪）

からだを作る食
品とそのとり方
がわかる（たん
ぱく質）
食べ物と運動の
関わりがわかる

3つのグループ
の食品を組み合
わせて食べるこ
とが健康に良い
ことが分かり、実
践することがで
きる

かぜに負けない
体をつくる食事
のとり方が分か
る

伝統的な食生
活のすぐれてい
るところを知る
主食・主菜・副
菜

給食の量をもと
に一日の適量
が分かる
年齢・体格・職
業などにより、
必要な栄養量
に違いがあるこ
とを知る

栄養のバランス
の良い食事をす
ることが健康に
良いことを理解
し、進んで実践
できる

献立によって配
膳の工夫をし、
協力して能率的
に安全に片付
ける

集団で食事をす
るときのマナー
を確かめ合い､
楽しい会食をし
よう

準備や後片付
けが清潔にでき
るよう気を配ろう

3つの食品群と
栄養的な特徴を
知り､進んで食
べよう

穏やかな会食を
するためのきま
りや環境作りを
考え学級全体
で協力して自主
的に行おう

健康の保持に
は､栄養・運動・
休養の3つの条
件が大切なこと
を知り､食後は
静かに過ごそう

委員会・係・当
番活動に積極
的に参加し、楽
しい給食を工夫
しよう

食事にふさわし
い環境を整え、
楽しい雰囲気で
なごやかに食べ
よう

自然と人々の恵
に感謝する心を
持ち､食べ物や
食器を大切にし
よう

これまでの給食
をふり返り、給
食の意義を理解
し、より良い食
事の実践をしよ
う

入学式　発育測
定<健>

たてわり活動 食育月間

歯磨き強調週間

給食試食会

修学旅行

夏季休業 発育測定<健> スポーツフェス
ティバル

開校記念日
本牧ｺﾝｻｰﾄ

冬季休業 給食週間 学習発表会 卒業式

1年生を迎える
会

学校保健委員
会

縦割り遠足 給食週間集会
学校保健委員
会

6年生ありがとう
集会

国語

社会

理科
からだのつくりと働
き②

私たちの生活を環
境⑥

体育
病気の予防
①②

道　徳

家庭科

給食だよりの
発行
家庭訪問 学校保健委員会 個人面談 個人面談 学校保健委員会 アレルギー対応調

整会議

家庭･地域との連携

食に関する指導

*数字は、食目標を示す。①食事の重要性　②心身の健康　③食品を選択する能力　④感謝の心　⑤社会性　⑥食文化

生き物と養分②

朝食にあうおかずを作ろう①
③

1食分食事についてかんがえよう①③
⑥

教
科
・
道
徳

給食指導

給
食
時
間

学級活動

学校行事

児童会活動

総合的な学習

特
別
活
動

 



 
13 食育実践推進校 実践事例集様式 

食に関する指導の年間計画　　個別支援

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

給食にはいろい
ろな食べ物が使
われていること
を知る

パンやごはん､
牛乳､おかずは
からだの中でそ
れぞれちがう働
きをすることを知
る

丈夫な歯をつく
る食べ物を知る
（牛乳・小魚・海
藻）
良くかむことの
大切さを知る

朝ごはんの大切
さを知る
冷たい飲み物
や食べ物のとり
過ぎがからだに
良くないことに
気づく

元気の出る食べ
物を知る（パン･
ごはん・めん・い
も・油･砂糖）

からだを作る食
べ物を知る
（肉・魚・卵・牛
乳・卵）

好き嫌いなく食
べることが体に
よいことを知る

かぜに負けない
体をつくる食べ
物を知る（野菜・
くだもの）

伝統的な食べ
物にはどんな物
があるかを知る
（米・魚・豆・海
藻類）

給食の量に関
心を持つ
食べ過ぎや残
すことについて
考える

いろいろな食べ
物を組み合わせ
て食べると体に
良いことを知る

準備や後片付
けの仕方を覚
え、友だちや先
生と楽しく食べ
よう

良い姿勢で行
儀良く食べよう
きちんとあいさ
つをしよう

正しい手洗いの
順序を覚えて手
洗いをしよう

献立の名前や
食品名を覚え､
楽しくなんでも
食べよう

なかよく楽しい
食事の場をつく
ろう

食事前や食事
の後は静かに
上手に待ちま
しょう。

力を合わせて準
備や後片付けを
しよう

誰とでもグルー
プを組み仲良く
食べよう

調理する人や
班の係りや給食
当番の人に感
謝する気持ちを
持とう

寒い季節に食
べる料理や季
節の食べ物を知
ろう

食事のマナー
や当番の仕事を
ふり返り、楽しい
給食にしよう

入学式　発育測
定<健>

たてわり活動 食育月間
歯磨き強調週間
給食試食会

夏季休業 発育測定<健> スポーツフェス
ティバル

開校記念日
本牧ｺﾝｻｰﾄ

冬季休業 給食週間 卒業式

1年生を迎える
会

学校保健委員
会

縦割り遠足 給食週間集会
学校保健委員
会

6年生ありがとう
集会

野菜を育てよう
（いちご）

図工
好き好きお弁当

作った野菜でカ
レーを作ろう

給食だよりの
発行
家庭訪問 学校保健委

員会
個人面談 個人面談 学校保健委

員会

アレルギー対応調

整会議

総合的な学習

特
別
活
動

外国のお菓子⑥

野菜をそだてよう（トマト・ミニトマト・じゃがいも・枝豆・なす・かぼちゃ）

家庭･地域との連携

食に関する指導

生活

教
科
・
道
徳

給食指導

給
食
時
間

学級活動

学校行事

児童会活動

 

 



 
1 食育実践推進校 実践事例集様式 

 

 

平成 30，令和元，2 年度 食育実践推進校 

西が岡小学校の実践 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
2 食育実践推進校 実践事例集様式 

食を通して、自ら心と体を豊かに育てる子の育成 

横浜市立西が岡小学校  

１ 地域の概要 

本校は横浜市の南西部に位置する泉区にある。泉区は市内で農地が一番広く、また農家戸

数も多いため、農業の魅力を生かした区政推進を行っている。一方で、私鉄沿線の宅地開発

で作られた比較的新しい住宅地もある。平成７年に開校した本校も閑

静な住宅地の中にある。校内の植え込みには開校時に多くの種類の

木々が植えられた。その中の一つの「欅」は校章のデザインに使われ、

２０周年に誕生した学校のマスコット「ケヤッキ―」は子どもたちに

親しまれている。また、季節ごとに咲かせる花やその果実が子どもた

ちの生活や学習に役立っている。 
本校の敷地内には西が岡コミュニティハウスがあり、地域の

人々のサークル活動の拠点となっている。また、近隣には区の

スポーツセンターや老人福祉センター、地区センターもある。

このような環境の中、学校と地域の人と活動を結び付ける学

校・地域コーディネーターの活躍もあり、児童の学習に多くの

地域の方々が協力してくださっている。 
 

２ 食に関する実態 

本校では児童

の食への関心、

実態を把握する

ために、学級担

任に１年間の給

食指導を振り返

り、アンケート

を実施している。 
集計結果は次

年度の食育推進

に生かすために、

校内の給食指導

研修会の場で示

し、全教職員で

共通理解してい

る。 



 
3 食育実践推進校 実践事例集様式 

（資料①）学級担任へのアンケート集計結果（低・中・高）と考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
4 食育実践推進校 実践事例集様式 

 

 
アンケートを集約した結果をみると、低学年では食事中の姿勢、はしの持ち方、食器の置

き方などの食事のマナーと好き嫌いが課題となっているが、これらは学年が進むと次第に定

着していくことがわかった。中学年・高学年では食べものの三色分けや主食・主菜・副菜の

知識、行事食や地産地消など「食文化」への関心が低い結果となっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
5 食育実践推進校 実践事例集様式 

３ テーマについて 

  
本校の教育スローガン「ひとみかがやく西が岡の子」とし

て、様々な事象に興味を持ち、目を輝かせて生活していく児

童を育むことを目指している。食育を通して「いのち」の大

切さを知り、「健康的な心を体」を獲得していけるように、

「食を通して、自ら心と体を豊かに育てる子の育成」という

推進テーマを掲げ、教職員の共通理解を図り、３年間にわた

り取り組んできた。 

また、本校では給食の指導だけではなく、重点研究として力を入れている生活科と総合的

な学習の時間を中心に各教科等の学習においても積極的に食育に取り組んでいる。木の実を

使った取り組みや野菜の栽培など、近隣のお店や農家などのプロと関わりながら、食の大切

さを実感できるようにしている。各学年の発達段階に応じた食文化、マナー、栄養など、学

習内容や行事に合わせて伝え、推進テーマの実現を目指し、今後も取り組んでいきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 取り組みの実際 

（１） 日常の実践 

〇給食指導研修により職員の共通理解を図る。 

  ４月の給食開始前に給食指導についての校内

研修会を行っている。教職員が共通理解のもと、

本校の児童の実態を踏まえて指導に当たるよう

にしている。 



 
6 食育実践推進校 実践事例集様式 

〇「ぱくぱくだより」 

の活用 

毎日の給食の献立や

食材について紹介して

いるぱくぱくだよりに

食品の三色分けを入れ

て毎日繰り返し確認で

きるようにした。 

  

 〇掲示物の工夫 

   食事のマナーの一つとして、正しい食器の置き方が定着するように、盛り付け例の図

を常時掲示することにし、配膳後に確認するようにした。 

  

 〇ランチルームの活用 

    各学級、年３回の使用を割り振り、使用日にはマナーや食文化、栄養についてなど

の指導を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

〇「すこやかカード」の取り組み 

   毎月の保健・給食指導目標に沿

って、児童が健康や食について考え

るワークシートを作成し取り組ん

でいる 



 
7 食育実践推進校 実践事例集様式 

（２） 教科における実践 

 ア ３年生：特別活動（学級活動）の実践 

１ 題材    バランスのよい食事 

２ 題材目標  食べ物のはたらきについて知り、自分の給食の食べ方を振り返り、  

バランスよく食べようとする意欲を持つ 

３ 活動計画 

学級活動の時間  給食の活動                  その他の活動場面 

次 ねらい 活動 教師のかかわり 朝学習 

・塗り絵をして、バランスイー

ナちゃんに興味を持つ。 

・ワークシートに給食の様子を

記録する。 

養護教諭との連携 

・栄養バランスが悪いとどのよ

うな体になるか、免疫などに

ついて話してもらう。 

（家庭との連携） 

学級だより等で、食育の様子を

紹介し、家庭でもバランスの

とれた食生活について考えて

もらうようにする。 

評価 

・健康な体づくりのためには、

バランスよく食べることが大

切なことを理解している。 

（知識・技能） 

・食べものの栄養を知り、バラ

ンスよく食べるための量を考

えている。 

（思考・判断・表現） 

・食べものの栄養を知り、自分

に必要な量を食べようとする

意欲を持っている。 

（学びに向かう人間性） 

１

給

食

時

間 

・食事の量は低・

中・高学年で違

うことに気付

く。 

・給食のパンの大き

さ比べをして、学

年に合った量があ

ることを知る。 

(食事前) 

・パンの実物で大きさ

を比べさせる。 

２ 

前

時 

・自分の食べ方を

振り返り、問題

をつかむ。 

 

・好きな食材・苦手

な食材を調べる。 

・献立の食べた量や

気付いたことを記

録する。 

（食事前） 

・アンケートをとって、

食材に興味を持てる

ようにする。 

・食事記録で自分の食

べ方を見つめられる

ようにする。 

３ 

本

時 

・栄養のはたらき

やバランスよ

く食べること

の大切さを理

解し、自分の食

生活に活かそ

うとする意欲

をもつ。 

・給食にはさまざま

な食材が使われて

いて、一人ひとり

に必要な栄養バラ

ンスや量が考えら

れて作られている

ことを知る。 

（食事後） 

・どんな食べものにど

んな栄養（はたらき）

があるか、体を作る

上で自分に合った量

を食べることが大切

であることを伝え

る。 

４ ・一人ひとりの決

めためあてを

達成する。 

・ワークシートに記

入し、ふり返りを

行う。 

（食事後） 

・実践をふり返り、で

きたことを互いに認

め合えるようにし、

今後への意欲を持た

せる。 

 

 

 

 

 



 
8 食育実践推進校 実践事例集様式 

４ 本時目標  栄養のはたらきや自分に合った量を知り、 

バランスよく食べる意欲を持つ。 

５ 本時展開 

過 

程 

主な学習内容・活動 指導上の留意点 資料など 

T1(学級担任) T2（栄養教諭） 

課

題

の

意

識

化 

 

 

原

因

追

究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１調査結果をふり返り、気付いた

ことを伝え合う。 

 ・全部食べた。 

 ・残した物。野菜・牛乳・パン 

 

○調査した時の給食の

写真を用意し、その

時に自分が食べた給

食の量を想起できる

ようにする。 

 

 調査当日の

給食の写真 

食べものラ

ンキング② 

イーナちゃ

ん①悪イー

ナちゃん③ 

２食べ物の三つのはたらきについ

て考える。 

  黄→体を動かす  

赤→体を作る 

  緑→調子を整える。 

 調査当日の献立で、はたらきご

とに食材を考える。 

３三つのはたらきを知って気付い

たことを伝え合う。 

 ・元気な体になるためには栄養

バランスが必要だ。 

 ・バランスよく食べないといけ

ないことがわかった。 

 ・栄養が大事だと分かっていて

も残していた。 

 ・今日から一口でも食べてみる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇残していた食材に栄

養バランスの悪い絵

を貼り、絵のバラン

スから栄養バランス

を考えられるように

する。 

○板書を見直し、食材

の栄養や給食の献立

の工夫について考え

られるようにする。 

 

○3つの栄養のはたら

きと食材のつなが

りがわかるように

資料を掲示する。 

〇調査当日の給食の

写真を見ながら、子

どもたちと食材を

色分けする。 

〇栄養バランスとバ

ランスイーナちゃ

んの関係を伝える。 

 

○必要に応じて食材

の量を提示し、具体

的な栄養バランス

を考えられるよう

にする。 

３つの栄養

のはたらき

の表示③ 

はたらきの

絵③ 

調査当日の

食材のマグ

ネット⑩ 

栄養をとら

なかった人

の絵など 

 

 

 

 

実

践

意

識

化 

４話し合ったことを参考にして、

自分のめあてや実践方法を決め

る。 

 

○机間指導を行い、必

要に応じて具体性の

あるめあてや実践方

法となるように助言

を行う。 

〇机間指導を行い、今

後のめあてを立て

られている子を賞

賛する。 

 

ふり返りカ

ードの用意 

 

 

元気な体には、どのような食事が必要なのだろう。 

評 栄養のはたらきや自分に合った量を知り、 

バランスよく食べる意欲を持つ 



 
9 食育実践推進校 実践事例集様式 

６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

７ 家庭への連絡 学年だよりの臨時号として保護者に学習の内容を伝えた。 

 

バランスイーナちゃんアンケート                   

出せき番号（   ） 

 

☆すきな食ざいを３つまで教えてね、 

食ざい（おりょうりされていないたべもの）  

れい→ぶたにく ナス ごはん（こめ） 魚 

チーズ トマト パスタのめん いちごなど何

でも OK） 

 

 

☆にが手な食材を３つまで教えてね。 

（ない人はなしと書いてください。） 

   

                      

 ありがとうございます！ 

 

イ ３年生：総合的な学習の時間の実践 

 自分たちで栽培したダイズを活用して、地域のみそ作りの職人とこだわりのみそを追究した。 

 

 

 

 

緑タリナイーナ 

ちゃんがないて 

いる・・・ 



 
10 食育実践推進校 実践事例集様式 

 ウ ４年生：総合的な学習の時間の実践 

１ 単元名   「イナズマパン研究所～おいしいパンでスマイル get！～」 

 

２ 単元目標 

 
 パンづくりを追求したり、パンを人に食べてもらいたいという目標に向けて、自分たちで試行錯誤し

たり、プロとかかわったりすることを通して、パンづくりには、多くの工程があることや専門的知識や

高い技術が必要なことに気付くことができる。 

実社会で働くプロの職人（N さん）の生き方や考え方に触れることを通して、「商品を開発する」には、

自分たちの想いだけでなく、販売者や消費者の立場に立って考える必要性があることに気付くことがで

きる。また、自分たちの生活と結びつけたり、自分の見方や考え方と比べたりしながら、多面的にもの

ごとを見たりできる。 

 さらに、自分の仕事を生かして、まちの人との交流をはかったり、人と人をつないだり、まちの活性

化に向けて取り組もうとしている Nさんの生き方や考え方に触れることで、自分にできることを模索し、

人との関わりを大切にし、自分にできることを行動しようとすることができる。 

３ 単元構想図 

４の１の「総合的な学習の時間」をスタートしよう 

○３年生までの活動を振り返り、意見を交流したり、総合的な学習の時間について確認したりする。 

○今年はどんな活動ができそうか考え合うために、校内やまちへ目を向ける。 

○「パン」を材に、どんな学習をしたいか、どんな活動ができそうか、学習の見通しをもつ。  

○４の 1でパンを作って、どんなことをしたいのか、そのためにどんなことを考えなければならない 

のか話し合う。 

 

４の１のみんなでパンを作ろう 

○基本的なパンの作り方を調べる。 

○栄養士の先生やパン作りの免許をもつ先生の力を借りて、パンを作る。 

○自分たちで食べたりおうちの人や先生たちに食べてもらったりして、さらなる改善点を整理する。 

○これまでやってきたことから、ふわふわにするための方法を予想し、検証する。 

 

４の１オリジナルパンをつくろう 

○たくさんに人に食べてもらってみんなのスマイルをゲットしないな。 

○どんなオリジナルパンをつくるか考える 

○たくさんの人に食べてもらい、おいしいスマイルを引き出せるような方法を考える。 

○シェフの店で自分たちのパンを売ろう。 

 

一年間の総合の学習をふりかえろう。 

○この一年の自分たちの学びや成長を振り返る。 

 

 

 

 

 



 
11 食育実践推進校 実践事例集様式 

４ 単元で育てたい資質・能力 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

〇パンは何千年も前から続く

食・伝統文化があることや、古

代から少しずつ変化し、世界中

で愛されている食品であるこ

とが分かること。 

 

〇パンにはさまざまな種類があ

ることやパンづくりには、多く

の工程や技術が必要であるこ

と。 

 

〇おいしさを追求する過程で、お

いしさには、色や形といった見

た目や味だけでなく、食感や香

りなど様々な要素が関わり合

っていることに気付くととも

に、人によってその感じ方に違

いがあることが分かること。 

 

○商品化に向けて、何（味・素材・

ネーミング・売り方など）を考

えていく必要があるのかがわ

かること。 

 

〇「様々な経験を肥やしにして、

基本を大切に地域に寄り添っ

て本格的なパンが買える店に

したい」という思いのもと、

日々工夫を重ねて努力してい

る人がいることが分かること。 

 

〇「地域に密着し、まちの人々の

庭、縁側になりたい」という思

いのもと、利益を求める仕事だ

けでなく、まちの人とのつなが

りや人と人をつなぐ役割を担

いたいと行動している人がい

ることに気付くこと。 

〇自分たちがつくるパンに改善

点がないか考えたり、話し合っ

たりして、改善点を見出すこ

と。 

 

 

○オリジナルのパンをつくるた

めに、Nさんが大切にしている

想いや考えに迫り、自分たちの

パンづくりに生かして考える

こと。 

 

〇オリジナルパンを作る際には、

自分たちの想いだけではなく、

売り手や買い手の視点に立っ

て考える必要性を考えること。 

 

〇より多くの人に食べてもらえ

るパンにするために、改善の仕

方を積極的に伝えたり、互いの

考えのよさを生かしたりして

考えること。 

 

○シェフの考えに触れ、たくさん

の人とつながる方法を模索す

ること。 

  

   

 

○パンづくりに必要な情報を自

ら調べ、それを生かして、意欲

的に問題解決に取り組もうと

する態度を育成すること。 

 

 

○自分の力で試行錯誤してつく

る経験を通して、ひとつのもの

が生み出される過程の尊さや

おもしろさを感じ、自分の力で

試してみることの大切さを感

じ、粘り強く取り組もうとする

態度を育成すること。 

 

 

○Nさんとのかかわりを通して、

想いやこだわりをもって仕事

をすることのよさや大切さを

感じ取り、自分の生活に生かそ

うとすること。 

 

〇商品を作り販売することの大

変さや面白さに気づき、「仕事」

に対する見方や考え方を更新

しようとすること。 

 

〇Nさんとのかかわりを通して、

まちのために働くNさんの想い

を知り、自分にできることを実

践しようとする気持ちを高め

ること。 

 

〇Nさんやまちの人とのかかわり

を通して、人とかかわる楽しさ

と難しさを実感し、進んで人と

かかわろうとすること。 

 

５ 本時のねらい 

 商品化するには、自分たちの想いだけでなく、売り手や買い手の視点

に立って考えることが大切であることに気付き、売りだせる商品にする

にはどうしたらよいかを考え、話し合うことを通して、Nさんのものづく

りに対する考えに迫り、次の活動への意欲を高めることができる。 
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６ 本時展開 

〇学習活動・予想される反応 〇支援の具体 ★評価 

〇前時までの学習を振り返り、活動の見通しをもつ。 

シェフの言葉「アイディアはいいし、作ることは可能 

でもこのまま店に出しても、あまり売れないと思う。」 

 

 

 

〇「商品として売れない原因」について、考えたことを話し合う。 

 【味が想像できない】 

 ・味が想像しやすい商品じゃないから。味が分からないものは買わないの

かも。 

・○○さんは、おいしいかどうかわからないから、いつも買っているもの

を買うって言っていたよ。 

【他の商品に負けてしまう。】 

・新商品が出たら買いたくなる人もいるけど、いつも食べなれておいしい

ってわかっているものを買いたい人もいるんじゃないかな。 

【アピールが足りない】 

・新商品って気付かない人もいるから、「小学生がつくったよ」「こんな思

いを込めていますよ。」ってアピールすればいいかも。 

 【値段が高い】 

 ・値段が高いから。いろいろな人に聞いてきたけど、高すぎるって言われ

た。もっと安かったら買ってくれるのかも。 

○価格の内訳を示した資料を見て、値段の妥当性について考える。 

 ・材料費+シェフのお仕事に対するもうけだから、このままでは値段は 

安くできないね。 

・値段は考えられているから、簡単には変えられないんだね。 

 

 

 

○売れる商品にするために、どうしたらいいかを考える。 

・全体のデザインや味は変えないで、大きさを小さくするのはどうかな。 

・小さくしたら、材料費が安くなるから値段も安くなるよ。 

・味が分からないから買わないって言った人も、サイズが小さくて安かっ

たら買うかもしれないね。 

・味が分からない人のために試食をしたらどうかな。 

・「こんな味ですよ。」ってポップや看板でアピールしたらどうかな。 

〇今日の活動を振り返る 

 ・材料のお金だけでなくて、作る人のお給料も入れて値段は付けられてい

るんだって初めて知ったよ。シェフはよく考えているな。 

 ・おいしくても、お金が高くなりすぎたら売れないから、考えているんだ

ね。 

 ・いくら作る人がおいしいって自信があっても、買う人が買いたいって思

ってくれないと売れないから、売れるために工夫が必要なんだな。 

 ・バターロール作ったときにふわふわ食感をつくるのだけでも、あんなに

難しかったのに、シェフはいろいろな生地や味をすごく考えてたくさん

の商品を開発しているし、おまけに値段まで考えていて、すごいな。 

 ・食べてくれた人をスマイルにするために、売れるための工夫をたくさん

考えたいな。 

〇これまでの学習の流

れが分かるように学

習の足跡を掲示す

る。 

 

 

 

〇原因を整理し板書す

ることで、問題点や

改善点に気づけるよ

うにする。 

 

 

 

 

○価格に関する問題が

出たら、価格設定の

内訳資料を提示し、

価格の妥当性につい

て問い返すことで、

価格設定には売り手

の利益や買い手のニ

ーズが関わっている

ことに気付けるよう

にする。 

 

 

 

 

○価格の妥当性につい

て考えることで、価

格以外の方法を工夫

する方法を考えらえ

るようにする。 

 

 

★売り出せる商品にす

るためにどうすれば

よいかを具体的に考

え、見通しをもつこ

とで、次の活動に向

けてさらに意欲をも

つことができる。 

 

シェフが、「このままではあまり売れない」という原因は何だろう。 

見た目や味をできるだけ変えないで、売れる商品にするにはどうしたらいいだろう。 
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＜学校保健員会当日までの指導の流れ＞ 
① 毎月実施している「すこやかカード」にて、事前指導を行う。 

ごはんやおかずの量は学年が上がると増えるなど、給食は年齢に合った量になっているこ

とを知ったり、好き嫌いしないで基準量に近づけるように食べることは、健康や成長のた

めにとってよいことを学んだりする。 
② 学校保健員会で、バイキングを行う。 

主食・主菜・副菜のバランスを子どもたち自身で選択をする活動（バイキング）を行う。 
③ 「すこやかカード」にて、振り返りを行う。 

イラストの献立に足りない栄養は何かを考える活動を通して、赤黄緑のバランスについて

再度見つめ直すことで、学校保健委員会の振り返りとする。 

 

（３） 学校保健委員会等、行事や特活における実践 
〇学校保健委員会での取組 

 本校では保健委員会と養護教諭が中心となり、年に２回の学校保健委員会を実施している。 
 
 
テーマの設定理由：感染症予防の話をする中で、子どもたちから「体の健康はまず、心の 
健康から」という意見が出た。実際に保健室に来室する児童の中でも、養護教諭が給食の話 
題を持ちかけることで、気分が変わってもうひと踏ん張りできるようになる子もいる。また、 
朝ごはんの欠食や、食べた物が原因で体調不良を訴える子もいる。バランスよく食べること 
の大切さについて考えることで、心と体の健康について見直したり、自分ができることを考 
えたりすることができると考えた。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜学校保健委員会での具体的な取り組み内容について＞ 

①  メニュー表を見て、自分が

食べたい献立を考える。 
 
【メニューの一例】 
 他にも「やめられな 
い止まらないジューシ 
ーからあげ」「塩コショ 
ウで勝負！しゃきしゃき 
野菜いため」など、子ど 
もたちがメニュー名を考 
えた。 

② レストラン（保健室）へ実際に選びに行く。（トレーに選んだ品のカードをのせる。） 
③  選び終えたら自分の席に戻り、選択したメニューの栄養バランスをチェックし、結果を 

プリントに記入する。（カードの裏面には、赤黄緑のシールが貼ってある。） 
④  基準量外のバランスであれば、もう一度選び直す。 
⑤ 振り返りをする。 

 
＜栄養職員からの話＞ 

動物は減ったお腹を満たすために食べるが、人間にしかできない食べ方が４つある。 
① おなかで食べる  ② 口で食べる  ③ 頭で食べる  ④心で食べる 

 
特に子どもたちは、「④心で食べる」が心に響いている様子だった。現在はコロナ禍で、友

達と楽しく話しながら食べるということはできなくなってしまったが、「昨日よりたくさん

食べられた」「完食できた」というような「ピンクの栄養」を大切にしていけるといいと感

じた。 

【テーマ】 西小レストラン～バランスを考えて 心と体を レスキューしよう～ 
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＜学校保健委員会に参加した児童の感想＞ 
・好きなメニューを選んでみると、私は 
 ビーフカレーや唐揚げなど、赤の栄養が  
 多いなと思いました。今日をきっかけに、  
これからは栄養バランスを気にしていき  
たいなと思いました。 

・考えて選ぶことは、実はすごく頭を使う 
ことなんだなと感じました。 

・「食べる」といっても、こんなにたくさ 
んの食べ方があるなんてびっくりしまし 
た。自分の心や体の健康のためだと思うと、 
「頭で食べる」ことも楽しいものだと感じ 
ました。 

・まずは好き嫌いをせず、給食を残さず 
食べることから始めてみようと思いま  
した。 

〇なかよし給食 

   １年間のたてわり活動の最後には５年生が中心となり、６年生に感謝する場として たてわ

りの交歓給食を行っている。机の配置や名前カードを工夫しての食卓作りを通して、おもてな

しの心や食事が団らんの場になることを学ぶ機会になっている。 

 

〇給食委員会 

 給食委員会は給食時間の「給食クイズ」の放送、献立３色分け掲示板への記入、返却時の給

食当番への補助、交通整理などを常時活動としている。 

 給食委員会が代表委員会に提案し全校で取り組む活動には「あったらいいなこんな給食デザ

インコンテスト」と名付けた校内メニューコンテストがある。クラスから代表１点を出し、そ

の中から選ばれた優秀作品が給食に登場する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食週間には毎年、給食かるたを作成している。文字をクラスに割り当てて取り組みを依頼

し、給食週間に合わせて掲示する。かるたはどの言葉も工夫され、給食への児童の思いが表現

され、ほほえましく温かい気持ちになる。校長先生賞、副校長先生賞、調理員さん賞を選び、

表彰している。 
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（４） 家庭や地域との連携 

〇味覚の出前講座 

地元のレストランのシェフによる「味覚の授業」を５年 

生で実施し、食への関心を高めている。塩味・甘味・酸味・ 

  苦味・旨味の五つの味を塩や砂糖、だし汁を実際に口にし 

て体験し、味は口で感じるだけでなく、視覚や聴覚などい 

いろいろな感覚を使って感じることを教えていただいた。 

この体験により児童の「おいしさ」のとらえ方が深まり、総合的な学習でパン作りやジャム作り

をする際には多角的に「おいしさ」を目指して取り組むことができた。家庭科の「ご飯とみそ汁」

の単元では、３種類のみそ汁を飲み比べ、みその塩味、風味、だしの旨味、香り、実の香りや甘

味を味わい、その後のみそ汁作りに生かすことができた。 

○給食だより 

毎月発行する給食だよりで家庭に食に関する情報を発信 

している。（独自献立の内容・行事食・地場産物の活用・ 

給食での児童の活動の紹介など） 

〇授業での取組 

生活科、総合的な学習活動等で食に関する内容について 

  取り組む場合、地域の関係の方への橋渡しを地域コーディネーターが行っている。専門家の 

方々の授業協力により、児童の活動が広く深くなっている。 

 

 

 

 

 

 

２年生のさつまいも栽培では、苗を作っている農家の 

方が植えつけ方や育て方の指導をしてくださっている。 

３年生のみそ作りには麹専門店の方にご指導いただい 

た。昔体験では、洗濯板を使った洗濯や七輪を使った煮 

炊きなどを地域の方々に教えていただいている。５年 

生・６年生の家庭科の調理実習では地域の方がサポータ 

ーとして補助をしてくださっている。 

〇地場野菜の活用 

地場野菜を JA横浜の協力により１年間を通して使用している。また、授業に関連して、区内 

の農家とつながり、生産物を給食で使用して交流を深めている。 
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５ 成果と課題（今後に向けて） 

  
食育推進校として取組を始めた平成３０年度の児童の課題は、食に関して栄養

バランス、食文化、食事のマナーなど、興味関心が高い方ではなく、その結果給

食の残量にも表れていた。栄養職員による授業を始め、各教科などで積極的に食

育を推進することで、生産者や調理する人への思いや食材の大切さなどを実感し、

少しずつ意識が改善してきている。 
 

＜平成 30年度 成果と課題＞ 

生活科では野菜作り、総合的な学習の時間では米作り、魚

の干物作り、みそ作りなど、プロと関わりながら行い、職人

のこだわりに気付いたり、感謝の気持ちが芽生えたりした。

校庭にある実からゼリーを作るなど、子どもたちは身近な材

から真剣に考えた。とうもろこしやそら豆の皮むきなど、各

学年の発達段階に合わせた取組により食の大切さにふれた。

教職員による食育に関する調査では、児童の食に対する感謝

の気持ちやマナーについて意識が低いことがわかった。 

 

＜令和元年度 成果と課題＞ 

学校の実を使ってジャムを作ったり、自分たちで作ったサツ 

マイモをみそ汁にして飲んだりして、自分たちの口に入るまでには、

様々な苦労があることが分かり、生産者や料理人に感謝の気持ちを

持つことができた。プロのパン屋さんと関わってパンを作り、プロ

のこだわりや工夫を実感することができた。 

     

西が岡元気石けん   ＜令和２年度 成果と課題＞ 

新型コロナウイルスにに対応した食育を進めることを職員一

同共通理解したことで、子どもたちはより衛生面に気を付けなが

ら食事の準備を行うことができた。栄養バランスよく摂取するこ

とで、病気などから体を守ることできることを子どもたちは理解

していた。授業を通して、ばい菌から身を守る石けん作り、地域

の方とかかわりながら野菜作りをした里山プロジェクト、旬の野

菜や果物を被写体とした絵手紙作りなど、学習面からも食の大切

さを実感することができた。 

 

３年間にわたり、教職員全体で共通理解をもち、食育に取り組ん

だことで、食に関わる人への感謝する気持ちが高まったり、残食が

減ったりした。各学年の発達段階に応じた食文化、マナーについて

は、今後も実態に応じた手立てを考えながら計画的、組織的に取り

組んでいきたい。 
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添付資料    
資料１：西が岡小学校 食に関する全体計画 

 

資料２：西が岡小学校 各学年の年間計画  

 

 

 



食育の年間指導計画

　　　横浜市立西が岡小学校



西が岡小学校　食に関する指導の全体計画 （令和２年度）

子どもの実態

合う体験が少ない。

地域の実態

新しい街づくりとして

食に関する指導の目標 文部科学省

地の中にある。 〈知識・技能〉

　食事の重要性や栄養バランス、食文化等についての理解を図り、健康で健全な

　食生活に関する知識や技能を身につけるようにする。

　　食育の視点 〈思考力・判断力・表現力等〉

〇食事の重要性 　食生活や食の選択について、正しい知識・情報に基づき、自ら管理したり判断

〇心身の健康 　したりできる能力を養う。

〇食品を選択する力 〈学びに向かう力・人間性等〉

〇感謝の心 　主体的に、自他の健康な食生活を実現しようとし、食や食文化、食料の生産等

〇社会性 　に関わる人々に対して感謝する心を育み、食事のマナーや食事を通じた人間

〇食文化 　関係育成能力を養う。

各学年の発達段階に応じた食育の目標

幼稚園 中学校

・楽しく会食できるようにする。

保育園

　　　　食育推進組織（安全委員会）

　　　構成：校長・副校長・食育主任・学年代表・養護教諭・事務職員・栄養職員

　　　食に関する指導

　　教科等における食に関する指導　： 関連する教科等において食に関する視点を位置付けて指導

社会、理科、生活、家庭、体育、道徳、総合的な学習の時間、特別活動　等

　　給食時間における食に関する指導 食に関する指導　：　献立を通してマナーや食文化、栄養や食品の知識等を知らせる。

教科等で学習したことを確認する。

給食指導　：　準備から片付けまでの一連の指導の中で習得

　　個別的な相談指導 ： 食物アレルギー・疾患、肥満・やせ傾向、偏食

　　　地場産物の活用

　　年間使用計画の作成、ＪＡ横浜・生産者との連絡、独自献立実施届作成、発注・精算

　　地場産物の指導資料の作成・指導、教科等学習活動、体験活動の計画

　　　家庭・地域との連携

　　積極的な情報発信

　　　　学校だより、給食だより、保健だより、学年・学級だより、給食公開デー（試食会）、ホームページ、

　　地域コーディネーターと連携　　人材（生産者・飲食店等）活用

　　　食育推進の評価

教科等における食に関する指導　 ： 教科等の学習内容に「食育の視点」を位置付けること

給食時間における食に関する指導： 献立を通して伝統的な食文化や行事食、食品の産地、栄養等を計画的に指導すること

手洗い・配膳・食事のマナーなどの日常的な給食指導を継続して実施すること

個別的な相談指導： 食物アレルギーを持つ児童への指導

地場産物を活用した献立の実施

食事環境の整備

教職員の給食指導研修・アレルギー研修の実施

家庭・地域との連携

出前講座の活用

給食残食量調査による栄養摂取状況

すこやかカードによる生活習慣の状況

食育アンケート（教職員対象）の結果

給食アンケート（教職員対象）の結果

地場産物活用状況調査

食に
関す
る指
導

給食
管理

連携
調整

活
動
指
標

成
果
指
標

多く、知識や能力は豊富だが、

・健康のためには食事が大切でありことを理解させる。

低学年　

・正しい食事の仕方を覚えるようにする。

高学年

・正しい食事の仕方を身につけるようにする。 ・正しい食事の仕方を進んで実践できるようにする。

中学年　

学　校　教　育　目　標

人とのかかわりを大切にし、共に生き、互いを高め合い、心豊かに生きようとする子どもを育てます。

・食べ物は体に大切な働きをしていることを理解させる。 ・食べ物には三つの働きがあることを理解させる。

・協力しあって楽しく会食できるようにする。 ・進んで楽しい会食を実践できるようにする。　

教育委員会運営方針

・徳　自己肯定感や自尊感情をもち、相手を思いやり尊重するとともに、心豊かに自分らしく生きようとする子どもを育てます。

・知　学ぶ意欲をもち、ねばり強くやり遂げようとする子どもを育てます。

・公　わたしたちの「まち」を愛し、主体的に社会とかかわり、チャレンジする子どもを育てます。　

・体　生命を大切にし、心身ともに健やかな体をつくろうとする子どもを育てます。

・開　さまざまな人とのコミュニケーションを通して、共に生きようとする子どもを育てます。

友達との遊びや自然と触れ

「学習指導要領」

核家族の中で育つこどもが

整備された閑静な住宅



食教育の年間指導計画 （第　1　学年）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 １０月 11月 12月 1月 2月 3月

食育月間 地産地消月間

　
　

　
　

　
　

食べ物とからだ 食べ物の働き

（黄の食べ物） （緑の食べ物）

鯵・みつば 鯵 鰯・鯖 めかじき 秋刀魚・オクラ ししゃも・鮭 鮭・鮪 さといも・かぶ 鰤・わかさぎ ブロッコリー 鰆・菜花
こまつな さやえんどう めかじき・なす 鯵・枝豆・すいか なす・きゅうり さといも さつまいも にんじん 白菜 かぶ・こまつな はっさく
晩柑 メロン さやいんげん とうもろこし トマト・ピーマン ブロッコリー 水菜 だいこん 春菊・だいこん いよかん ねぎ・かぶ
甘夏みかん キャベツ アスパラガス とうがん・トマト なし・ぶどう ねぎ・ごぼう 白菜・だいこん ごぼう ゆず こまつな

そらまめ 栗 柿 りんご りんご ほうれん草
こまつな こまつな キャベツ トマト・じゃがいも こまつな こまつな・キャベツ だいこん・キャベツだいこん・キャベツこまつな・七草 こまつな こまつな
キャベツ トマト だいこん なす・とうもろこし なす さつまいも ごぼう・さつまいも ブロッコリー キャベツ キャベツ キャベツ

キャベツ トマト・こまつな こまつな・きゅうり さつまいも ブロッコリー・さといこまつな・ほうれんほうれんそう ほうれんそう ほうれんそう
端午の節句 開港記念日 七夕 敬老の日 目の愛護デー 冬至 七草 節分 ひな祭り
八十八夜 食育月間 十五夜 大晦日 鏡開き 卒業祝い

給食週間
楽しい給食① だいすききゅうしょく①⑤ 気持ちよいあいさつ④ きゅうしょくありがとう

④
入学式 創立記念日 運動会 学校公開デー 給食週間 なかよし交歓給食卒業式
始業式

児童委員会活動 給食集会

たんけんしたよ もののなまえ⑥
みつけたよ⑤

がっこうだいすき⑤ 夏であそぼう
梅の実見つけたよ⑤⑥

じぶんのすきなもの じぶんのすきなもの
（フルーツ）③ （野菜）③

みんなとなかよく⑤ ものを大切に⑤ かんしゃのきもちみんながつかうもの⑤ こころをこめて⑤
④

きもちよいあいさつ⑤

※　数字は、食育の目標を示す。　　　①食事の重要性　　　　　②心身の健康　　　　　③食品を選択する能力　　　　　④感謝の心　　　　　⑤社会性　　　　　⑥食文化
家庭・地域との連携 給食体験デー

個別相談指導 アレルギー調査

アレルギー除去食の相談・対応

梅・ズッキーニ

環境を整えて和
やかに会食しよ

バランスのよい
食事

（赤の食べ物・
運動）

元気のでる
食べ物

からだをつくる
食べ物

食べ物の
好き嫌い

かぜに負けない
食べ物

日本の伝統的
な食べ物

自分の体に
あった食事の量

楽しく会食を
しよう

協力して楽しい
食事の場を作ろ

上手な過ごし方
を工夫しよう

感謝の気持ちを
持って食事を

しよう

寒さに負けない
食事をしよう

係りや当番に
進んで協力しよ

清潔に心掛けて
食事をしよう

暑さに負けないで
食事をしよう

歯を丈夫にする
食事

夏の食事と
おやつ

楽しい給食に
しよう

食事のマナーを
見につけよう

学校行事

国語

生活

体育（保健領域）

特
　
　
別
　
　
活
　
　
動

食
に
関
す
る
指
導

学級活動

給食指導

献
立
作
成
の
配
慮

旬の食品

地場産物

食文化の伝
承食にまつ
わる食事

教
科
と
の
関
連

道徳

YICA

すこやかカード 心も健康になろうきまりを守って生活しよう よく噛んでたべよう 夏を健康にすごそう 安全に生活しよう目を大切にしよう 姿勢よく生活しようかぜを予防しよう感謝の気持ちで食事をしよう 寒さに負けないからだをつくろう



食教育の年間指導計画 （第　2　学年）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 １０月 11月 12月 1月 2月 3月

食育月間 地産地消月間
食べ物とからだ 食べ物の働き

（黄の食べ物） （緑の食べ物）

給食指導 楽

鯵・みつば 鯵 鰯・鯖 めかじき 秋刀魚・オクラ ししゃも・鮭 鮭・鮪 さといも・かぶ 鰤・わかさぎ ブロッコリー 鰆・菜花
こまつな さやえんどう めかじき・なす 鯵・枝豆・すいか なす・きゅうり さといも さつまいも にんじん 白菜 かぶ・こまつな はっさく
晩柑 メロン さやいんげん とうもろこし トマト・ピーマン ブロッコリー 水菜 だいこん 春菊・だいこん いよかん ねぎ・かぶ
甘夏みかん キャベツ アスパラガス とうがん・トマト なし・ぶどう ねぎ・ごぼう 白菜・だいこん ごぼう ゆず こまつな

そらまめ 栗 柿 りんご りんご ほうれん草
こまつな こまつな キャベツ トマト・じゃがいも こまつな こまつな・キャベツ だいこん・キャベツだいこん・キャベツこまつな・七草 こまつな こまつな
キャベツ トマト だいこん なす・とうもろこし なす さつまいも ごぼう・さつまいも ブロッコリー キャベツ キャベツ キャベツ

キャベツ トマト・こまつな こまつな・きゅうり さつまいも ブロッコリー・さといこまつな・ほうれんほうれんそう ほうれんそう ほうれんそう
端午の節句 開港記念日 七夕 敬老の日 目の愛護デー 冬至 七草 節分 ひな祭り
八十八夜 食育月間 十五夜 大晦日 鏡開き 卒業祝い

セレクト給食 給食週間
上手な給食の用意⑤ 歯を大切に② 夏休みの生活② 係りや当番の

春の食べもの⑥ 夏の食べもの⑥ 秋の食べもの⑥ 冬の食べもの⑥ ふり返りをしよう④⑤
入学式 創立記念日 運動会 学校公開デー 給食週間 なかよし交歓給食卒業式
始業式

児童委員会活動 給食集会

ふきのとう⑥ かんさつ名人に
なろう③

ぐんぐんそだてみんなのやさい さつまいもを掘ろう④ あしたへジャンプ私の成長②
夏野菜を育てよう③ さつまいもを育てよう③ （草取りをする） （草取りをする） ②

そらまめの皮むき体験①⑥ さつまいもパーティーをしよう。③

大切な命② 大切な命② おかあさん 家の手伝い④ 成長する喜び②
ありがとう④

※　数字は、食育の目標を示す。　　　①食事の重要性　　　　　②心身の健康　　　　　③食品を選択する能力　　　　　④感謝の心　　　　　⑤社会性　　　　　⑥食文化
家庭・地域との連携 給食体験デー

個別相談指導 アレルギー調査

アレルギー除去食の相談・対応

特
　
　
別
　
　
活
　
　
動

給
　
　
食
　
　
時
　
　
間

食
に
関
す
る
指
導

歯を丈夫にする

学級活動

学校行事

献
立
作
成
の
配
慮

かぜに負けない
食べ物

日本の伝統的
な食べ物

自分の体にあっ
た食事の量

バランスのよい
食事

環境を整えて和
やかに会食しよ

感謝の気持ちを
持って食事を

しよう

寒さに負けない
食事をしよう

楽しく会食を
しよう

教
科
と
の
関
連

夏の食事と 元気のでる 食べ物の
好き嫌い

食文化の
伝承食に
まつわる
食事

係りや当番に
進んで協力しよ

（赤の食べ物・
運動）

食事のマナーを
見につけよう

清潔に心掛けて
食事をしよう

暑さに負けないで
食事をしよう

協力して楽しい
食事の場を作ろ

旬の食品

梅・ズッキーニ
地場産物

上手な過ごし方
を工夫しよう

からだをつくる
食べ物

国語

生活

体育（保健領域）

道徳

すこやかカード

YICA

きまりを守って生活しよう よく噛んでたべよう 夏を健康にすごそう 安全に生活しよう目を大切にしよう 姿勢よく生活しよう かぜを予防しよう感謝の気持ちで食事をしよう 寒さに負けないからだをつくろう 心も健康になろう



食教育の年間指導計画 （第　3　学年）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 １０月 11月 12月 1月 2月 3月

食育月間 地産地消月間
食べ物とからだ 食べ物の働き

（黄の食べ物） （緑の食べ物）

鯵・みつば 鯵 鰯・鯖 めかじき 秋刀魚・オクラ ししゃも・鮭 鮭・鮪 さといも・かぶ 鰤・わかさぎ ブロッコリー 鰆・菜花
こまつな さやえんどう めかじき・なす 鯵・枝豆・すいか なす・きゅうり さといも さつまいも にんじん 白菜 かぶ・こまつな はっさく
晩柑 メロン さやいんげん とうもろこし トマト・ピーマン ブロッコリー 水菜 だいこん 春菊・だいこん いよかん ねぎ・かぶ
甘夏みかん キャベツ アスパラガス とうがん・トマト なし・ぶどう ねぎ・ごぼう 白菜・だいこん ごぼう ゆず こまつな

そらまめ 栗 柿 りんご りんご ほうれん草
こまつな こまつな キャベツ トマト・じゃがいも こまつな こまつな・キャベツ だいこん・キャベツだいこん・キャベツこまつな・七草 こまつな こまつな
キャベツ トマト だいこん なす・とうもろこし なす さつまいも ごぼう・さつまいも ブロッコリー キャベツ キャベツ キャベツ

キャベツ トマト・こまつな こまつな・きゅうり さつまいも ブロッコリー・さといこまつな・ほうれんほうれんそう ほうれんそう ほうれんそう
端午の節句 開港記念日 七夕 敬老の日 目の愛護デー 冬至 七草 節分 ひな祭り
八十八夜 食育月間 十五夜 大晦日 鏡開き 卒業祝い

給食週間
学級活動 係と仕事の内容を考えよう④ よくかんで食べよう① 冬休みの過ごし方かぜに負けないために②

生活を見直そう⑤
学校行事 入学式 創立記念日 運動会 学校公開デー 給食週間 なかよし交歓給食卒業式

始業式
児童委員会活動 給食集会

すがたをかえる
大豆　⑥
食べもののひみつを教えます③⑥

働く人とわたしたちのくらし 変わるわたしたちのくらし
まちたんけん⑤ ・工場で働く人と仕事④⑤ ・農家の仕事④⑤

・店で働く人と仕事④⑤
植物を育てよう③
・種をまこう ・花がさいた実ができた ・実が熟したよ

にこにこべんとうペタンコランチ②③

体育（保健領域） 健康な生活①② 健康な生活①② 健康な生活①② 健康な生活①②
（規則正しい生活） （清潔） （環境ー照度・換気）保健活動

生命尊重② 感謝④ 郷土愛⑤ 感謝④ 生命尊重②

もっとしりたいみんなのまち 地域の人とかかわりながら調べたことを発表しよう 七輪火おこし体験⑥
大豆をそだてよう③④⑥ かまど体験④

米粉で作ろう③⑥

※　数字は、食育の目標を示す。　　　①食事の重要性　　　　　②心身の健康　　　　　③食品を選択する能力　　　　　④感謝の心　　　　　⑤社会性　　　　　⑥食文化
家庭・地域との連携 給食体験デー

個別相談指導 アレルギー調査

アレルギー除去食の相談・対応

特
　
　
別
　
　
活
　
　
動

給
　
　
食
　
　
時
　
　
間

食
に
関
す
る
指
導

歯を丈夫にする
食事

かぜに負けない
食べ物

（赤の食べ物・

給食指導 楽しい給食に
しよう

食事のマナーを
見につけよう

清潔に心掛けて
食事をしよう

暑さに負けないで
食事をしよう

協力して楽しい
食事の場を作ろ

上手な過ごし方
を工夫しよう

日本の伝統的
な食べ物

自分の体に
あった食事の量

バランスのよい
食事

夏の食事と
おやつ

元気のでる
食べ物

からだをつくる
食べ物

食べ物の
好き嫌い

楽しく会食を
しよう

献
立
作
成
の
配
慮

旬の食品

梅・ズッキーニ
地場産物

食文化の
伝承食に
まつわる
食事

係りや当番に進
んで協力しよう

環境を整えて和
やかに会食しよ

感謝の気持ちを
持って食事をし

寒さに負けない
食事をしよう

総合的な学習

教
科
と
の
関
連

国語

社会

理科

図工

道徳

すこやかカード きまりを守って生活しよう よく噛んでたべよう 夏を健康にすごそう 安全に生活しよう 心も健康になろう目を大切にしよう 姿勢よく生活しよう かぜを予防しよう感謝の気持ちで食事をしよう 寒さに負けないからだをつくろう



食教育の年間指導計画 （第　4　学年）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 １０月 11月 12月 1月 2月 3月

食育月間 地産地消月間
食べ物とからだ 食べ物の働き

（黄の食べ物） （緑の食べ物）

鯵・みつば 鯵 鰯・鯖 めかじき 秋刀魚・オクラ ししゃも・鮭 鮭・鮪 さといも・かぶ 鰤・わかさぎ ブロッコリー 鰆・菜花
こまつな さやえんどう めかじき・なす 鯵・枝豆・すいか なす・きゅうり さといも さつまいも にんじん 白菜 かぶ・こまつな はっさく
晩柑 メロン さやいんげん とうもろこし トマト・ピーマン ブロッコリー 水菜 だいこん 春菊・だいこん いよかん ねぎ・かぶ
甘夏みかん キャベツ アスパラガス とうがん・トマト なし・ぶどう ねぎ・ごぼう 白菜・だいこん ごぼう ゆず こまつな

そらまめ 栗 柿 りんご りんご ほうれん草
こまつな こまつな キャベツ トマト・じゃがいも こまつな こまつな・キャベツ だいこん・キャベツだいこん・キャベツこまつな・七草 こまつな こまつな
キャベツ トマト だいこん なす・とうもろこし なす さつまいも ごぼう・さつまいも ブロッコリー キャベツ キャベツ キャベツ

キャベツ トマト・こまつな こまつな・きゅうり さつまいも ブロッコリー・さといこまつな・ほうれん ほうれんそう ほうれんそう ほうれんそう
端午の節句 開港記念日 七夕 敬老の日 目の愛護デー 冬至 七草 節分 ひな祭り
八十八夜 食育月間 十五夜 大晦日 鏡開き 卒業祝い

セレクト給食 給食週間
みんなのために バランスよく食べよう①②③ 楽しい給食①②④

入学式 創立記念日 運動会 学校公開デー 給食週間 なかよし交歓給食卒業式
始業式

児童委員会活動 給食集会

一つの花④ クラブ活動リーフレットをつくろう④

健康なくらしとまちづくり ⑤ わたしたちの県とまちづくり⑤ 昔の暮らしとまちづくり⑤
水はどこから・ごみはどこへ

季節と生き物 人の体のつくりと運動①②
自然の中の水

（春） （夏） （夏のおわり） （秋） （冬） （春のおとづれ）
育ちゆく体とわたし①②③ 心の変化②④

お店を開こう買い物を楽しもう

③

みんなのきまり ふるさとを思う 感謝する心 きまりを守って 感謝の気持ち 進んで働く 日本の良さ

愛川ふれあい体験学習 ①③
（食事　バイキングー栄養のバランス・衛生）

パン作り・ジャム作り④⑤⑥ 街のお店で販売

※　数字は、食育の目標を示す。　　　①食事の重要性　　　　　②心身の健康　　　　　③食品を選択する能力　　　　　④感謝の心　　　　　⑤社会性　　　　　⑥食文化
家庭・地域との連携 給食体験デー

個別相談指導 アレルギー調査

アレルギー除去食の相談・対応

かわってゆく心と
体

自分の役割をは
たそう

元気のでる
食べ物

バランスのよい
食事

楽しく会食を
しよう

寒さに負けない
食事をしよう

感謝の気持ちを
持って食事をし

（赤の食べ物・
運動）

日本の伝統的な
食べ物

自分の体に
あった食事の量

上手な過ごし方
を工夫しよう

協力して楽しい
食事の場を作ろ

からだをつくる
食べ物

食べ物の
好き嫌い

かぜに負けない
食べ物

冬休みの過ごし
方

お正月料理を知ろう
⑥

環境を整えて和
やかに会食しよ

係りや当番に
進んで協力しよ

総合的な学習

教
科
と
の
関
連

YICA

道徳

社会

理科

楽しい給食に
しよう

梅・ズッキーニ

献
立
作
成
の
配
慮

体育（保健領域）

学級活動

学校行事

歯を丈夫にする
食事

夏の食事と
おやつ

暑さに負けないで
食事をしよう

清潔に心掛けて
食事をしよう

食事のマナーを
見につけよう

特
　
　
別
　
　
活
　
　
動

国語

食
に
関
す
る
指
導

給
　
　
食
　
　
時
　
　
間

給食指導

旬の食品

地場産物

食文化の
伝承食に
まつわる
食事

すこやかカード きまりを守って生活しよう よく噛んでたべよう 夏を健康にすごそう 安全に生活しよう 心も健康になろう目を大切にしよう 姿勢よく生活しよう かぜを予防しよう感謝の気持ちで食事をしよう 寒さに負けないからだをつくろう



食教育の年間指導計画 （第　5　学年）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 １０月 11月 12月 1月 2月 3月

食育月間 地産地消月間
食べ物とからだ 食べ物の働き

（黄の食べ物） （緑の食べ物）

鯵・みつば 鯵 鰯・鯖 めかじき 秋刀魚・オクラ ししゃも・鮭 鮭・鮪 さといも・かぶ 鰤・わかさぎ ブロッコリー 鰆・菜花
こまつな さやえんどう めかじき・なす 鯵・枝豆・すいか なす・きゅうり さといも さつまいも にんじん 白菜 かぶ・こまつな はっさく
晩柑 メロン さやいんげん とうもろこし トマト・ピーマン ブロッコリー 水菜 だいこん 春菊・だいこん いよかん ねぎ・かぶ
甘夏みかん キャベツ アスパラガス とうがん・トマト なし・ぶどう ねぎ・ごぼう 白菜・だいこん ごぼう ゆず こまつな

そらまめ 栗 柿 りんご りんご ほうれん草
こまつな こまつな キャベツ トマト・じゃがいも こまつな こまつな・キャベツ だいこん・キャベツだいこん・キャベツこまつな・七草 こまつな こまつな
キャベツ トマト だいこん なす・とうもろこし なす さつまいも ごぼう・さつまいも ブロッコリー キャベツ キャベツ キャベツ

キャベツ トマト・こまつな こまつな・きゅうり さつまいも ブロッコリー・さといこまつな・ほうれんほうれんそう ほうれんそう ほうれんそう
端午の節句 開港記念日 七夕 敬老の日 目の愛護デー 冬至 七草 節分 ひな祭り
八十八夜 食育月間 十五夜 大晦日 鏡開き 卒業祝い

給食週間
学級活動 高学年になって 公共の場での 変わってゆく心と体 食べ物と自然⑥ 味覚の授業⑥ かぜにまけないために

マナー⑤ 宿泊体験学習②⑤ 楽しいたてわり活動
学校行事 入学式 創立記念日 運動会 学校公開デー 給食週間 なかよし交歓給食卒業式

始業式
児童委員会活動 給食集会

私たちのくらしと国土⑥ 食料生産を支える人々④⑥

生命のつながり 生命のつながり 生命のつながり 生命のつながり
② ② ② ②

発芽と成長 生命の誕生 実や種のでき方 人の誕生

ゆでてつくろう① ごはんをたこう① 家族と団らん④⑤
みそ汁をつくろう①
栄養素のはたらき①②

心と体の成長② けがの予防②

公共の場での 気もちのよいあいさつ よりよい暮らし④② 尊い命④
マナー⑤ 伝統文化を守る

総合的な学習 愛川宿泊体験③米作り⑥
（バイキングの食事） 日本の食文化を見つめよう③⑥ たてわり交歓給食をしよう④⑤

※　数字は、食育の目標を示す。　　　①食事の重要性　　　　　②心身の健康　　　　　③食品を選択する能力　　　　　④感謝の心　　　　　⑤社会性　　　　　⑥食文化
家庭・地域との連携 給食体験デー

個別相談指導 アレルギー調査

アレルギー除去食の相談・対応

バランスのよい
食事

寒さに負けない
食事をしよう

楽しく会食を
しよう

かぜに負けない
食べ物

日本の伝統的
な食べ物

感謝の気持ちを
持って食事をし

上手な過ごし方
を工夫しよう

係りや当番に進
んで協力しよう

梅・ズッキーニ

自分の体に
あった食事の量

（赤の食べ物・
運動）

元気のでる
食べ物

環境を整えて和
やかに会食しよ

からだをつくる
食べ物

食べ物の
好き嫌い

協力して楽しい
食事の場を作ろ

特
　
　
別
　
　
活
　
　
動

歯を丈夫にする
食事

夏の食事と
おやつ

楽しい給食に
しよう

食事のマナーを
見につけよう

清潔に心掛けて
食事をしよう

暑さに負けないで
食事をしよう

給食指導

旬の食品

地場産物

食文化の
伝承食に
まつわる
食事

食
に
関
す
る
指
導

献
立
作
成
の
配
慮

給
　
　
食
　
　
時
　
　
間

道徳

教
科
と
の
関
連

国語

社会

理科

生活

家庭科

体育（保健領域）

すこやかカード きまりを守って生活しよう よく噛んでたべよう 夏を健康にすごそう 安全に生活しよう 心も健康になろう目を大切にしよう 姿勢よく生活しようかぜを予防しよう感謝の気持ちで食事をしよう 寒さに負けないからだをつくろう



食教育の年間指導計画 （第　6　学年）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 １０月 11月 12月 1月 2月 3月

食育月間 地産地消月間
食べ物とからだ 食べ物の働き

（黄の食べ物） （緑の食べ物）

鯵・みつば 鯵 鰯・鯖 めかじき 秋刀魚・オクラ ししゃも・鮭 鮭・鮪 さといも・かぶ 鰤・わかさぎ ブロッコリー 鰆・菜花
こまつな さやえんどう めかじき・なす 鯵・枝豆・すいか なす・きゅうり さといも さつまいも にんじん 白菜 かぶ・こまつな はっさく
晩柑 メロン さやいんげん とうもろこし トマト・ピーマン ブロッコリー 水菜 だいこん 春菊・だいこん いよかん ねぎ・かぶ
甘夏みかん キャベツ アスパラガス とうがん・トマト なし・ぶどう ねぎ・ごぼう 白菜・だいこん ごぼう ゆず こまつな

そらまめ 栗 柿 りんご りんご ほうれん草
こまつな こまつな こまつな トマト・じゃがいも こまつな こまつな・キャベツ だいこん・キャベツだいこん・キャベツこまつな・七草 こまつな こまつな

キャベツ なす・とうもろこし なす さつまいも ごぼう・さつまいも ブロッコリー キャベツ キャベツ キャベツ
キャベツ こまつな・きゅうり さつまいも ブロッコリー・さといこまつな・ほうれんほうれんそう ほうれんそう ほうれんそう
端午の節句 開港記念日 七夕 敬老の日 目の愛護デー 冬至 七草 節分 ひな祭り
八十八夜 食育月間 十五夜 大晦日 鏡開き 卒業祝い

セレクト給食 給食週間 バイキング給食
最高学年になって 歯を大切にしよう 給食に感謝①④ もうすぐ中学生

入学式 修学旅行 創立記念日 運動会 学校公開デー 給食週間 なかよし交歓給食卒業式
始業式 市体育大会

児童委員会活動 給食集会

海の命④ 生き物はつながりの中に②

自分で作ろう 中学生のお弁当を
朝ご飯①③ 考えよう①②③

病気の予防② 薬物乱用防止
②⑤

病気の予防②
あいさつする心 家族の一員 役割と責任の自覚 日本の伝統文化

環境と資源

総合的な学習 調べて発見　見て発見 調べて発見　見て発見 卒業に向けて
日光修学旅行 鎌倉 ④⑤ 卒業バイキング①③

※　数字は、食育の目標を示す。　　　①食事の重要性　　　　　②心身の健康　　　　　③食品を選択する能力　　　　　④感謝の心　　　　　⑤社会性　　　　　⑥食文化
家庭・地域との連携 給食体験デー

個別相談指導 アレルギー調査

アレルギー除去食の相談・対応

体のつくりと
はたらき②

体育（保健領域）

国語

給食指導

旬の食品

地場産物

食事のマナーを
見につけよう

楽しい給食に
しよう

学級活動

食
に
関
す
る
指
導

学校行事

食文化の
伝承食に
まつわる
食事

献
立
作
成
の
配
慮

給
　
　
食
　
　
時
　
　
間

環境を整えて和
やかに会食しよ

教
科
と
の
関
連

上手な過ごし方
を工夫しよう

協力して楽しい
食事の場を作ろ

暑さに負けないで
食事をしよう

清潔に心掛けて
食事をしよう

生活

特
　
　
別
　
　
活
　
　
動

歯を丈夫にする 夏の食事と

道徳

家庭科

社会

理科

大昔の人々の
暮らし⑥

（赤の食べ物・
運動）

感謝の気持ちを伝えよう

かぜに負けない
食べ物

梅・ズッキーニ

食べ物の
好き嫌い

係りや当番に進
んで協力しよう

からだをつくる
食べ物

元気のでる
食べ物

自分の体にあっ
た食事の量

バランスのよい
食事

楽しく会食を
しよう

寒さに負けない感謝の気持ちを
持って食事を

しよう

日本の伝統的
な食べ物

すこやかカード きまりを守って生活しよう よく噛んでたべよう 夏を健康にすごそう 安全に生活しよう 心も健康になろう目を大切にしよう 姿勢よく生活しようかぜを予防しよう感謝の気持ちで食事をしよう 寒さに負けないからだをつくろう

一食分の食事①③④

生き物と養分 生き物と養分
（植物）① （動物）①



食教育の年間指導計画 （個別支援学級）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 １０月 11月 12月 1月 2月 3月

食育月間 地産地消月間
食べ物とからだ 食べ物の働き

（黄の食べ物） （緑の食べ物）

上

鯵・みつば 鯵 鰯・鯖 めかじき 秋刀魚・オクラ ししゃも・鮭 鮭・鮪 さといも・かぶ 鰤・わかさぎ ブロッコリー 鰆・菜花
こまつな さやえんどう めかじき・なす 鯵・枝豆 なす・きゅうり さといも さつまいも にんじん 白菜 かぶ・こまつな はっさく
晩柑 メロン さやいんげん とうもろこし トマト・ピーマン ブロッコリー 水菜 だいこん 春菊・だいこん いよかん ねぎ・かぶ
甘夏みかん キャベツ アスパラガス とうがん・トマト なし・ぶどう ねぎ・ごぼう 白菜・だいこん ごぼう ゆず こまつな

すいか 栗 柿 りんご りんご ほうれん草
こまつな こまつな キャベツ トマト・じゃがいも こまつな こまつな・キャベツ だいこん・キャベツだいこん・キャベツこまつな・七草 こまつな こまつな
キャベツ トマト だいこん なす・とうもろこし なす さつまいも ごぼう・さつまいも ブロッコリー キャベツ キャベツ キャベツ

キャベツ トマト・こまつな こまつな・きゅうり さつまいも ブロッコリー・さといこまつな・ほうれん ほうれんそう ほうれんそう ほうれんそう
端午の節句 開港記念日 七夕 敬老の日 目の愛護デー 冬至 七草 節分 ひな祭り
八十八夜 十五夜 大晦日 鏡開き 卒業祝い

セレクト給食 給食週間
学級活動 誕生日会④

さつまいもパーティー
学校行事 入学式 創立記念日 運動会 学校公開デー 給食週間 なかよし交歓給食卒業式

始業式
児童委員会活動 給食集会

・花や野菜を育てる③④
・給食のきまりをおぼえる⑤
・箸やスプーン・フォークなどを使ってたべる①
・食事のマナーを身につける④
・食事を楽しむ⑤
・給食の献立の名前を知る①
・誕生日会・・・調理（おやつ作りへの参加）③⑤

献立表を配ろう⑤

・石けんで手を洗う②
・給食白衣の着脱ができる⑤
・みんなで配膳したり、自分の使った食器を片付けたりする⑤
・食事の後、歯をみがく② ・箸の使い方②

交流級の友だちと一緒の食事をする④ 宿泊学習（個別）⑤社会体験⑤
宿泊学習（5年）⑤ （他の学校の人と（レストランで食事をする）
野菜や花を育てよう③④（さつまいもの苗を育てる） いもほり会④⑤（収穫したさつまいもを調理する①）

ジャガイモ掘り ジャガイモ調理

※　数字は、食育の目標を示す。　　　①食事の重要性　　　　　②心身の健康　　　　　③食品を選択する能力　　　　　④感謝の心　　　　　⑤社会性　　　　　⑥食文化
家庭・地域との連携 野菜の育て方 給食試食会 ジャガイモ調理方法 箸の使い方 サツマイモ料理方法

個別相談指導 アレルギー調査

アレルギー除去食の相談・対応

梅・ズッキーニ

日本の伝統的な
食べ物

感謝の気持ちを
持って食事をし

自分の体に
あった食事の量

寒さに負けない
食事をしよう

バランスのよい
食事

楽しく会食を
しよう

かぜに負けない
食べ物

環境を整えて和
やかに会食しよ

暑さに負けないで
食事をしよう

元気のでる
食べ物

協力して楽しい
食事の場を作ろ

からだをつくる
食べ物

（赤の食べ物・
運動）

食べ物の
好き嫌い

夏の食事と
おやつ

係りや当番に進
んで協力しよう

楽しい給食に
しよう

食事のマナーを
見につけよう

歯を丈夫にする
食事

清潔に心掛けて
食事をしよう

給
　
　
食
　
　
時
　
　
間

特
　
　
別
　
　
活
　
　
動

教
科
と
の
関
連

領
域
・
教
科
を
合
わ
せ
た
指
導

自
立
活
動

総合的な学習と
生活

給食指導

旬の食品

地場産物

食文化の
伝承食に
まつわる
食事

食
に
関
す
る
指
導

献
立
作
成
の
配
慮

すこやかカード きまりを守って生活しよう よく噛んでたべよう 夏を健康にすごそう 安全に生活しよう 心も健康になろう目を大切にしよう 姿勢よく生活しよう かぜを予防しよう感謝の気持ちで食事をしよう 寒さに負けないからだをつくろう
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